
令 和 元 年 版

令和２年３月発行



２つの丸は、合併した２市町の人々が手を取り合い、未来に向かって

躍動する様子を表現しています。また、上部は三方の山を、下部は阿

賀野川、早出川を表しています。

市　　　章

　五泉市の頭文字「五」を、チューリップの花にシンボライズしています。
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　令和２年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　五泉市消防本部

会計年度としました。

雪解けとともに咲く、郷屋（こうや）の水芭蕉。全国さくら名所１００選に選ばれた村松公園

の桜、国指定の天然記念物となっている小山田（おやまだ）の彼岸桜。１５０万本が咲き

乱れ、一面が花のじゅうたんとなるチューリップ。１２０品種、５，０００株が咲き誇るぼたん

百種展示園など、花のまちとして、多くの観光客が訪れます。また、栗や銀杏（ぎんなん）、

里芋[帛乙女（きぬおとめ）]、れんこん[五泉美人]など数多くの特産も生み出しています。

　 この年報は、五泉市の消防現勢及び令和元年中における消防業務に関する諸般の

事項について収録し、当市の消防を広く紹介して消防行政についてご理解をいただき、

「災害のない街づくり」に協力を得ることを目的に編さんしました。

　 この年報の各資料のうち、消防統計的な事項については暦年とし、予算的事項は、

　 山紫水明、緑豊かな山々や清らかな川の流れ、肥沃な大地などの自然の恵みの中で、

は し が き

　 五泉市は、新潟県のほぼ中央、県都新潟市の南東に位置する、人口約５０，０００人、

面積３５１．９平方ｋｍを擁する市です。

　 良質で豊富な水資源に恵まれ、古くから絹織物の産地として知られ、戦後めざましい

発展をみたニット産業は、全国的な産地となっています。
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Ⅰ 総　務　関　係

　　新任消防士の規律訓練



平成１８年　１月

平成１８年　４月

平成１８年　８月

平成１８年　９月

平成１８年１０月

平成１９年　１月

平成１９年　７月

平成１９年　８月

平成１９年　９月 五泉市地域防災訓練五泉東小学校で実施。(五泉地域)

消防フェア開催、来場者１，１５０名。（本署９００名、分署２５０名）

平成１９年１０月 日本赤十字社より助成を受け高規格救急車１台購入配備。

平成２０年　６月

平成２０年　６月

平成２０年　８月

平成２０年　９月

平成２１年　８月

出場。

平成２１年　９月

平成２１年１０月 五泉市地域防災訓練川東小学校で実施。(五泉地域)

平成２１年１０月

平成２２年　９月

平成２２年１０月

平成２２年１０月

平成２３年　１月

平成２３年　２月 位置情報通知システム運用開始。

平成２３年　３月

平成２３年　９月

平成２３年　９月

平成２３年１２月

消防フェア開催、来場者３００名。

緊急消防援助隊北海道・東北ブロック合同訓練参加。（山形県）

消防フェア開催、来場者６００名。

五泉市地域防災訓練川内小学校で実施。（村松地域）

緊急消防援助隊北海道・東北ブロック合同訓練参加。（福島県）

高規格救急車１台廃棄し新たに配備(本署）。

東日本大震災発生により緊急消防援助隊として消防隊（１隊を５回延べ２９名）、

救急隊（1隊を５回延べ２０名）派遣。

消防フェア開催、来場者６００名。

五泉市地域防災訓練五泉中学校で実施。（五泉地域）

高規格救急車１台廃棄し新たに配備(分署）。

第６０回県消防大会、小型ポンプ操法の部に村松方面隊第６分団第５部（牧寺下）

中越沖地震発生により新潟県広域消防相互応援協定に伴い救急隊派遣。（１隊

を３回、計１０名派遣）

第５８回県消防大会、小型ポンプ操法の部に村松方面隊第２分団第６部（阿弥陀

瀬）出場。

五泉市少年消防クラブがシルバー消太賞を受賞。

岩手・宮城内陸地震発生により緊急消防援助隊として救急隊を派遣。（１隊を１回

３名派遣）

第５９回県消防大会、小型ポンプ操法の部に五泉方面隊第３分団第４部（中川新）

出場し、３位入賞。

新潟県総合防災訓練実施。（村松公園）

消防フェア開催、来場者７００名。

緊急通報受信の統合に伴い消防緊急指令施設の改修実施。

１． 消防の沿革

五泉市、村松町の合併により新「五泉市」の誕生。

五泉市消防団（２方面隊、１５分団、７９ヶ部）定数８０７名

五泉市消防本部（定員８４名）１本部、１消防署、１分署

消防協会「五泉東蒲地区支会」設立。

平成１８年豪雪により消防団員２４名、職員４名を十日町に派遣。

五泉市危険物安全協会設立。

第５７回県消防大会、小型ポンプ操法の部に五泉方面隊第３分団第１部（大蔵）

出場。

消防フェア開催、来場者１，４５０名。（本署１，２００名、分署２５０名）

五泉市地域防災訓練村松小学校で実施。(村松地域)
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平成２４年　２月 救助工作車１台廃棄し新たに配備(本署）。

平成２４年　５月

平成２４年　８月

出場。

平成２４年　９月

平成２４年　９月

平成２４年１０月 村松分署庁舎耐震補強工事実施。

平成２５年　９月

平成２５年１０月 第２１回全国女性消防操法大会（横浜市）に女性消防部出場。

平成２５年１０月

平成２５年１２月 本署消防庁舎空調設備改修工事実施。

平成２６年　２月 水槽付消防ポンプ自動車１台廃棄し新たに配備（本署）。

平成２６年　３月 消防救急デジタル無線整備。

平成２６年　３月 消防緊急通信指令システム部分更新。

平成２６年　９月 消防フェア開催、来場者４００名。

平成２６年１０月 五泉市地域防災訓練愛宕小学校で実施。（村松地域）

平成２７年　２月 高規格救急車１台廃棄し新たに配備（本署）

平成２７年　６月

平成２７年　７月

出場。

平成２７年　９月 消防フェア開催、来場者４００名。

平成２７年１０月

平成２８年  ９月 消防フェア開催、来場者６５０名。

平成２８年  ９月

平成２８年１０月

平成２８年１２月

平成２９年  ９月 消防フェア開催、来場者５００名。

平成２９年  ９月

平成２９年１２月 本署消防庁舎高圧機器改修工事実施。

平成３０年  ３月

平成３０年  ７月

出場。

平成３０年  ９月 消防フェア開催、来場者５３０名。

令和 元年  ６月

令和 元年  ７月 本署消防庁舎３階講堂冷暖房機器改修工事実施。

令和 元年  ９月 消防フェア開催、来場者４００名。

令和 元年１０月 村松分署女性職員仮眠室改修実施。

令和 元年１０月

消防フェア開催、来場者３５０名。

南魚沼市トンネル事故発生により新潟県広域消防相互応援協定に基づき救助隊

派遣。（１隊を１回６名派遣）

第６３回県消防大会、小型ポンプ操法の部に五泉方面隊第４分団第３部（笹堀）

消防フェア開催、来場者６００名。

五泉市地域防災訓練大蒲原小学校で実施。（村松地域）

五泉市地域防災訓練五泉南小学校で実施。（五泉地域）

五泉市地域防災訓練五泉市粟島公園グランドで実施。（五泉地域）

第６６回県消防大会、小型ポンプ操法の部に五泉方面隊第４分団第３部（笹堀）

緊急消防援助隊北海道・東北ブロック合同訓練参加。（岩手県）

五泉市地域防災訓練橋田小学校で実施。（五泉地域）

五泉市防火管理協会創立５０周年記念式典。

糸魚川大火により新潟県広域消防相互応援協定に基づき消火隊を派遣。

（１隊５名を２回、延べ１０名を派遣）

五泉市地域防災訓練巣本小学校で実施。(五泉地域）

消防ポンプ車と救助工作車２台廃棄し新たに消防ポンプ自動車を配備(分署）。

第６９回県消防大会、小型ポンプ操法の部に村松方面隊第６分団第５部（牧（寺下））

五泉市地域防災訓練川東中学校で実施。(五泉地域）

台風１９号大雨により長野県へ緊急消防援助隊として消火隊を派遣。

(１隊を１回６名派遣)
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             所 在 地 五泉市粟島１番２８号

             敷地面積 ４，２６７．３３㎡

             建物構造 鉄筋コンクリート造　　３階建

　１    階 778.92 　訓練塔(５階) 135.20

　２    階 808.50 　倉庫棟 50.00

　３    階 431.29 　自転車置場(２棟) 59.32

　塔    屋 27.49 　ごみ置場 4.94

　 　延べ面積 2,046.20

２．消防庁舎現況 (構造・規模）

五泉市消防本部・消防署・消防団

建物面積（㎡） 付属建物等面積（㎡）

（昭和６３年６月竣工）
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             所 在 地 五泉市愛宕６９６１番地１

             敷地面積 １，６４５．６５㎡

             建物構造 鉄筋コンクリート造　　３階建

　１    階 397.49 　訓練塔(５階) 80.00

　２    階 321.34 　倉庫棟（２棟） 23.94

　３    階 151.92 　自転車置場 16.20

　塔    屋 4.00

　 　延べ面積 874.75 （昭和５２年３月竣工）

   五泉市消防署・村松分署

建物面積（㎡） 付属建物等面積（㎡）
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３．消防機構図

市　　長
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（兼務）

消防団

団　　長

五泉方面隊 女性分団村松方面隊
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１．予算（当初） (単位：千円）

区分

年度別

平成３０年度

令和元年度

２．決算 (単位：千円）

 

４．消防予算及び決算概要

一般会計 消防費 （％）
消　　　　　防　　　　　費　　　　　内　　　　　訳

常備消防費 非常備消防費 消防施設費 水防費 防災費

2,603 30,796
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24,280,000 772,868 (3.2) 596,583 68,607 76,712 5,451

22,945,000 755,063 (3.3) 590,711 68,219 62,734

25,515

区分
一般会計

消防費
（％）

市民一人当り
の消防費

一世帯当り
の消防費

消　　　　　防　　　　　費　　　　　内　　　　　訳

年度別 常備消防費 非常備消防費 消防施設費 水防費 防災費
（ ）は人口 （ ）は世帯数

平成３０年度 22,964,230
747,492 14 39

63,383 56,997 1,987 29,929
(3.3) (50,086) (18,833)

595,196



（　）は消防本部との兼務
【　】うち女性

配置別

消

消 防 長 1

５．消防職員の配置状況

階級別
消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

そ

の

他

合

　
　
計

1

次 長

課　　　長 ※ １ （消防長事務取扱い）

総務室

室　　　長 1 1

1【1】 1 1【1】 5【2】

1

警　防　係

5【1】

消　防　係 4 2 2 8

消 防 団 係 2 2 1【1】

1 3

室　　　長 1

通信指令係 5 2

防

庶　務　係 1 1

7

救急救助係 1 2 1 1 5

4 8

本 12

県消防防災航空隊（派遣） 1 1

警防室

安全保安係 3 1 3 5

1

予防室

室　　　長 1

課　　　長 1

1

7

6

10

部

予　防　係 2 2 2 1

指　導　係 1 2 1 2

査察指導係 4 4 1 1

合　　　　計 1 5 25 17 12【1】 18【1】 1【1】 79【3】

署　　　　　長 (1) (1)

本　署

副　署　長 １ １

第 1 小 隊 １ (6) (6) (3) (6)【1】 1(21)【1】

(4) (21)【1】

村　松

分　署　長 1

第 2 小 隊 (1) (8) (4) (4)【1】

1

副 分 署 長 2 2

分　署 第 1 小 隊 (5) (4) (2) (4) (15)

第 2 小 隊 (6) (3) (2) (4) (15)

合　　　　計 5(2) (25) (17) (11)【1】 (18)【1】 5(73)【2】

総

務

課

予

防

課

消

防

署
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階級別 

 年　数
うち
女性

　0年以上  1年未満 6 1 6
　1年以上  2年未満 3 1 2 1
　2年以上  3年未満 4 4

　3年以上  4年未満 1 1

　4年以上  5年未満 2 2

　5年以上  6年未満 2 2

　6年以上  7年未満

　7年以上  8年未満

　8年以上  9年未満 1 1

　9年以上 10年未満 1 1

10年以上 11年未満 2 1 2

11年以上 12年未満 2 2

12年以上 13年未満 1 1

13年以上 14年未満 7 1 6

14年以上 15年未満 2 1 1

15年以上 16年未満 1 1

16年以上 17年未満 2 2

17年以上 18年未満

18年以上 19年未満 3 3

19年以上 20年未満

20年以上 21年未満 1 1

21年以上 22年未満 1 1

22年以上 23年未満

23年以上 24年未満 3 3

24年以上 25年未満 4 1 3

25年以上 26年未満 8 7 1

26年以上 27年未満 6 6

27年以上 28年未満 3 3

28年以上 29年未満 4 4

29年以上 30年未満 1 1

30年以上 31年未満

31年以上 32年未満 3 1 2

32年以上 33年未満 2 2

33年以上 34年未満 1 1

34年以上 35年未満 2 2

35年以上 36年未満 1 1

36年以上 37年未満 1 1

37年以上 38年未満

38年以上 39年未満

39年以上 40年未満 2 2

40年以上 41年未満 1 1

41年以上 42年未満

合　　　　計 84 3 1 10 25 17 12 18 1

（令和元年12月末現在） 

６．消防職員勤務年数

小　　計
消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

そ

の

他
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階級別 

 年　齢
うち
女性

18 歳
19 歳 1 1
20 歳 1 1
21 歳 4 1 4
22 歳 2 2
23 歳 1 1
24 歳 1 1
25 歳 4 4
26 歳 1 1
27 歳 1 1
28 歳 1 1
29 歳 1 1
30 歳 2 2
31 歳 1 1
32 歳 4 1 4
33 歳
34 歳 1 1
35 歳 3 1 2
36 歳 3 2 1
37 歳 1 1
38 歳 1 1
39 歳 1 1
40 歳 2 2
41 歳 1 1
42 歳 1 1
43 歳 2 2
44 歳 8 4 4
45 歳 5 4 1
46 歳 6 1 5 1
47 歳 2 2
48 歳 3 2 1
49 歳 3 3
50 歳 3 3
51 歳 2 2
52 歳
53 歳 1 1
54 歳 3 3
55 歳 2 2
56 歳
57 歳 1 1
58 歳 3 1 2
59 歳 1 1
60 歳

合　　計 84 3 1 10 25 17 12 18 1
平均年齢 40.0 33.0 58.0 55.7 47.0 41.2 33.2 23.6 46.0

（令和元年12月末現在） 

７．消防職員年齢別表

小　　計
消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

そ

の

他
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入　校　日 人　数 期　間

4月 4日 3 162日間

4月17日 1 3日間

5月22日 1 23日間

6月18日 1 11日間

7月11日 1 15日間

9月24日 2 158日間

9月25日 1 31日間

10月29日 2 52日間

12月19日 1 8日間

1月21日 2 53日間

人　　員

4

2

1

1

82

21

52

19

47

16

13

17

2

6

3

0

10

4

6

10

2

17

3

2

1

14

第104期　初任科 県消防学校

８．職員研修・入校状況

　入校状況     （令和元年度）

研　修　内　容

操法審査員研修 県消防学校

第50期　警防科 県消防学校

第67期　初級幹部科 県消防学校

第5回　高度救助コース 県消防学校

第105期　初任科 県消防学校

第41期　救助科 県消防学校

第32期　救急科 県消防学校

第40期　危険物科 県消防学校

第33期　救急科 県消防学校

　現員による研修状況    　　（令和元年１２月末現在）

区　　　分 科　　　　　　　　　　　　　　　　　目

火災調査科

 消防大学校

火災調査講習

救助科

新任教官科

幹部科

初任教育 初任科

専
科
教
育

救急科
救急２課程

初級幹部科

中級幹部科

上級幹部科

救急科（救急標準課程）

警防科

救助科

危険物科

予防査察科

薬剤投与追加講習

指導救命士養成研修

 救急救命士研修所 救急救命士研修

操法審査員研修

応急手当指導員研修

はしご車講習

気管挿管・薬剤投与追加講習

気管挿管講習

処置範囲拡大追加講習

高度救助コース

 県消防学校

特別教育

 九州研修所

特殊災害科

幹部教育
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平成　２年　１月　１日

　　（１）加入市町村

県下全域の市町村

２．北陸、磐越及び日本海東北自動車道消防相互応援協定 平成　６年　７月１９日

　　（１）加入市町村

新潟市、五泉市、阿賀野市

平成　７年　４月　１日

　　（１）加入市町村

平成３０年１１月１９日

　　（１）協定締結相手方

区分

 年 応援を受けた件数 応援出動した件数 応援を受けた件数 応援出動した件数

平成２７年 0 0 0 0

平成２８年 0 1 0 0

平成２９年 0 0 0 0

平成３０年 0 0 0 0

令和元年 0 0 0 0

５．火災、救急、救助応援状況（平成２５年～平成２９年）

火災応援状況 救急、救助応援状況

９．消防相互応援協定等の状況

１．新潟県広域消防相互応援協定

４．災害時における消防用水の確保に関する協定

株式会社　加藤生コン

３．新潟県消防防災ヘリコプター応援協定

県下全域の市町村

-13-
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Ⅱ 消 防 団 関 係

五泉方面隊秋季消防演習　一斉放水

（令和元年１０月６日）



団 長 1 1

副　 団　 長
（正副方面隊長）

4 4

女 性 分 団 20 20

計 25 25

分 団 長 6 1 1 1 1 1 1

副 分 団 長 6 1 1 1 1 1 1

部 長 36 8 7 4 6 6 5

班 長 40 8 7 5 6 8 6

団 員 277 62 52 34 32 55 42

計 365 80 68 45 46 71 55

分 団 長 8 1 1 1 1 1 1 1 1

副 分 団 長 8 1 1 1 1 1 1 1 1

部 長 41 3 6 5 7 7 7 6

班 長 44 6 6 5 7 7 7 6

団 員 236 30 38 19 37 42 35 35

計 337 0 41 52 31 53 58 51 49 2

727 25 121 120 76 99 129 106 49 2

１．消防団員数 

分 団 別 

計
団
本
部

第
１
分
団

第
２
分
団

第
３
分
団

第
４
分
団

第
５
分
団

第
６
分
団

合　　　計

第
７
分
団

第
８
分
団 区 分

団

本

部

五

泉

方

面

隊

村

松

方

面

隊

五泉方面隊
第１分団
～第６分団
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 団 長 1 1

副　 団　 長
（正副方面隊長）

4 1 3

女 性 分 団 20 7 6 5 2

計 25 7 6 5 2 1 1 3

第 １ 分 団 80 14 21 8 15 13 6 3

第 ２ 分 団 68 18 22 17 5 3 3

第 ３ 分 団 45 21 8 10 6

第 ４ 分 団 46 14 15 13 2 1 1

第 ５ 分 団 71 21 15 16 13 6

第 ６ 分 団 55 12 20 10 8 4 1

計 365 100 101 74 49 27 10 4

第 １ 分 団 41 9 5 3 7 8 5 4

第 ２ 分 団 52 11 12 12 7 6 3 1

第 ３ 分 団 31 2 5 7 4 6 5 2

第 ４ 分 団 53 11 17 14 6 1 4

第 ５ 分 団 58 21 15 12 7 3

第 ６ 分 団 51 16 8 18 6 3

第 ７ 分 団 49 10 10 12 10 5 2

第 ８ 分 団 2 1 1

計 337 80 72 78 47 32 16 12

727 187 179 157 98 60 27 19合　　　計

２．消防団員勤続状況

区 分 

計 ５年未満
５年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上

　分 団 別

団

本

部

五

泉

方

面

隊

村

松

方

面

隊
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１８歳
１９歳
２０歳 2 2
２１歳 2 2
２２歳 1 1
２３歳 5 1 1 3
２４歳 6 1 5
２５歳 15 1 2 12
２６歳 20 2 1 17
２７歳 18 1 3 14
２８歳 23 2 4 17
２９歳 18 2 1 15
３０歳 33 1 2 4 26
３１歳 31 7 4 20
３２歳 32 4 5 23
３３歳 34 1 2 3 28
３４歳 41 1 9 6 25
３５歳 40 2 7 31
３６歳 39 1 5 7 26
３７歳 29 3 2 24
３８歳 29 5 6 18
３９歳 29 1 8 1 19
４０歳 29 1 1 1 3 23
４１歳 30 1 2 3 9 15
４２歳 34 1 2 1 30
４３歳 18 1 17
４４歳 26 3 2 21
４５歳 16 1 1 3 11
４６歳 17 1 1 3 12
４７歳 8 1 7
４８歳 5 5
４９歳 15 1 1 1 12
５０歳 9 1 1 7
５１歳 20 3 2 1 14
５２歳 14 1 2 2 9
５３歳 3 1 2
５４歳 8 1 2 2 1 2
５５歳 3 2 1
５６歳 4 2 1 1
５７歳
５８歳 2 2
５９歳 1 1
６０歳
６１歳 3 1 1 1
６２歳 2 1 1
６３歳 1 1
６４歳 3 1 1 1

６５歳以上 9 9

合　計 727 1 4 15 15 78 85 529

平均年齢 38.0 50.0 67.3 50.1 44.2 38.2 36.8 36.9

３．消防団員年齢状況

区 分

計 団 長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部 長 班 長 団 員

年 齢
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サ

ー

ビ
ス

団　　　長 1

副  団  長
（正副方面隊長）

4 1 1 1 1

女性分団 20 6 7 5

計 25 1 7 8 6

第１分団 80 2 19 19 10 2 11

第２分団 68 10 4 22 9 3 6

第３分団 45 3 1 7 15 8 4 2

第４分団 46 1 10 10 3 2 9

第５分団 71 1 16 27 11 4 4

第６分団 55 9 11 11 10 6 3

計 365 26 1 67 104 51 21 35

第１分団 41 1 1 11 9 2 2 2

第２分団 52 1 12 16 11 7 1

第３分団 31 1 10 9 3 1

第４分団 53 1 12 18 5 5 1

第５分団 58 1 11 17 5 10 4

第６分団 51 1 11 19 8 4 2

第７分団 49 4 13 13 6 5

第８分団 2 1

計 337 10 1 81 101 40 33 11

727 36 2 149 212 99 54 52

４.消防団員職業別内訳

区 分 

計

農

業

林

業

狩

猟

業

漁

業

水

産

業

鉱

業 分 団 別

公

務

そ

の

他

1

卸

売

業

小

売

業

金
融
保
険

不
動
産
業

建

設

業

製

造

業

電
気
ガ
ス

水

道

業

運

輸

業

通

信

業

1 1

団

本

部

6 4 5 2

2 1

五

泉

方

面

隊

5 5 3

2 6 3

1 4 2 1

1

2 1 2

18 21 16 5

2 1 1 1

1 3

2 1 9 1

村

松

方

面

隊

1 2 4

1 5 2 2

1 2 1 2

3 2 6

1

3 3 2

9合　　　計 2 0 31 34 47

2 0 13 13 29 3
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区 分 小型ポンプ 積載車

配置年月 配置年月

第２部 (横町) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,230 H17. 8 H17. 8

第３部 (錦町) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,230 H17. 8 H17. 8

第４部 (郷屋川) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,230 H17. 8 H17. 8

第５部 (学校町) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,230 H17. 8 H17. 8

第６部 (三本木) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,230 H17. 8 H17. 8

第７部 (太田) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15. 3 H15. 3

第２部 (川瀬) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H13.10 H13.10

第３部 (下町歩) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15.10 H15.10

第４部 (赤海) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15. 3 H15. 3

第５部 (今泉) トーハツＶＣ７２ＡＳ 30 Ｂ２ 1,290 H12.10 H12.10

第６部 (能代) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H13.10 H13.10

第２部 (菅出) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15.10 H15.10

第３部 (小山田) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15.10 H15.10

第２部 (馬下) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15.10 H15.10

第３部 (笹堀) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H13.10 H13.10

第４部 (猿和田) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,230 H17. 8 H17. 8

第５部 (新村) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,230 H17. 8 H17. 8

第２部 (尻上) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H13.10 H13.10

第３部 (西四ツ屋) トーハツＶＣ７２ＡＳ 30 Ｂ２ 1,290 H12.10 H12.10

第４部 (寺本) トーハツＶＣ７２ＡＳ 30 Ｂ２ 1,290 H12.10 H12.10

第５部 トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15. 3 H15. 3

第２部 (一本杉) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15. 3 H15. 3

第３部 (桑山) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15.10 H15.10

第４部 (上郷屋) トーハツＶＣ７２ＡＳ 30 Ｂ２ 1,290 H12.12 H12.12

５．小型動力ポンプ性能表

ポ　ン　プ　名
検定出力
（kw）

級　別
規格放水量
（㎥/min） 分 団 別

　
　
　
　
　
　
 
　
　
五
　
　
　
泉
　
 
　
方
　
　
 
面
　
　
 
隊

第１部 (吉沢) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３

第

２

分

団 第７部 (土深) トーハツＶＣ５２ＡＳ

1,230 H17. 8 H17. 8第

１

分

団 第８部 (四ヶ村) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H13.10 H13.10

第１部 (木越) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15. 3 H15. 3

30 Ｂ３ 1,230 H15. 3 H15. 3

第１部 (大蔵) トーハツＶＣ７２ＡＳ 30 Ｂ２ 1,290 H12.10 H12.10第

３

分

団 第４部 (中川新) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230

第

４

分

団 第６部 (赤羽) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230

H13.10 H13.10

第１部 (佐取) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15.10 H15.10

H15. 3 H15. 3

第１部 (橋田) トーハツＶＣ７２ＡＳ 30 Ｂ２ 1,290 H12.10 H12.10第

５

分

団 第６部 (山崎) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H13.10 H13.10

H15.10

H12.10 H12.10第

６

分

団 第５部 (論瀬) トーハツＶＣ５２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H15.10

第１部 (論瀬新田) トーハツＶＣ７２ＡＳ 30 Ｂ２ 1,290
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小型ポンプ 積載車

配置年月 配置年月

第２部 (城町) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,210 H22.11 H10.12

第２部 (矢津川) ラビットＰ４５５ＤＡＮ 28 Ｂ３ 1,220 H20. 2 H21. 3

第３部 (川内) シバウラＦＫ４００ 33.1 Ｂ３ 1,210 H28. 7 H 8.12

第４部 (下阿弥陀瀬) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,210 H22.11 H10. 1

第５部 (熊沢・阿弥陀瀬) ラビットＰ４５５ＤＡＮ 28 Ｂ３ 1,220 H20. 2 H19. 1

第２部 (暮坪) ラビットＰ４５５ＤＡＮ 28 Ｂ３ 1,220 H23.10 H 6.11

第３部 (松野) シバウラＦＫ４００ 33.1 Ｂ３ 1,210 H28. 7 H20. 2

第４部 (小面谷) トーハツＶＣ４２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H24. 8 H21. 3

(高石) トーハツＶ３０Ａ 11.5 Ｂ３ 650 H 3. 4

第２部 (安出) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,210 H25．8 H 8.12

第３部 (蛭野) シバウラＦＦ４００ 32 Ｂ３ 1,260 H29.10 H21. 3

第４部 (新屋) シバウラＦＦ４００ 32 Ｂ３ 1,260 R1.9 H19. 1

第５部 (山谷) ラビットＰ４５５B 28 Ｂ３ 1,200 H19. 1 H20. 2

第６部 (下戸倉) シバウラＦＦ４００ 32 Ｂ３ 1,260 R1.9 H22. 2

第２部 (長橋) シバウラＦＦ４００ 32 Ｂ３ 1,260 H29.10 H22. 2

第３部 (中名沢) シバウラＦＫ４００ 33.1 Ｂ３ 1,210 H28. 7 H17.12

第４部 (刈羽) ラビットＰ４５５B 28 Ｂ３ 1,200 H19. 1 H 7.12

第５部 (中野橋) トーハツＶＣ４２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H30.10 H19. 1

第６部 (青橋) ラビットＰ４５５ＤＡＮ 28 Ｂ３ 1,220 H26. 8 H10.12

第２部 (上野) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,210 H25．8 H 7.12

第３部 (下大蒲原) トーハツＶＣ４２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H27. 7 H20. 2

第４部 (上大蒲原) トーハツＶＣ７２ＰＲＯⅡ 30 Ｂ２ 1,290 H24. 5 H29. 6

第５部 (牧[寺下]) トーハツＶＣ４２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H30.10 H22. 2

第６部 (牧[原]) シバウラＦＦ４００ 32 Ｂ３ 1,260 R1.9 H 7.12

第２部 (千原) トーハツＶＣ４２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230 H22. 2 H17.12

第３部 (東石曽根) ラビットＰ４５５ＤＡＮ 28 Ｂ３ 1,220 H21. 3 H19. 1

第４部 (木越荒屋) ラビットＰ４５５ＤＡＮ 28 Ｂ３ 1,220 H26. 8 H20. 2

第５部 (上木越) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,210 H22.11 H 8.12

区 分 
ポ　ン　プ　名

検定出力
（kw）

級　別
規格放水量
（㎥/min） 分 団 別

　
　
　
　
　
　
 
　
　
村
　
　
　
松
　
 
　
方
　
　
 
面
　
　
 
隊

第１部 (駅前通) トーハツＶＣ４２ＡＳ 30 Ｂ３

Ｂ３

Ｂ３

トーハツＶＣ４２ＡＳ 30

1,230 H27. 7 H11.12第
１
分
団 第３部 (寺町) トーハツＶＣ４２ＡＳ 30 1,230 H24. 8 H 7.12

第１部 (矢津) ラビットＰ４５５ＤＡＮ 28 Ｂ３ 1,220 H20. 2 H13.11第

２

分

団 第６部 (夏針) ラビットＰ４５５ＤＡＮ 28 1,220 H23.10 H20. 2

第１部 (水戸野) シバウラＳＦ６５１ＭＺ 33.1 Ｂ３ 1,210 H25. 8 H22. 2第

３

分

団 第５部 H17.12
(田川内) Ｂ３ 1,230 H22. 2

第１部 (笹野町) トーハツＶＣ４２ＡＳ 30 Ｂ３

H30.10 H15. 3

第７部 (上戸倉) トーハツＶＣ４２ＡＳ 30 Ｂ３

第

５

分

団 第７部 (南田中) シバウラＦＦ４００ 32

1,230 H27. 7 H22. 2

第

４

分

団

Ｂ３ 1,260 H29 .9 H21. 3

第１部 (別所) トーハツＶＣ４２ＡＳ 30 Ｂ３ 1,230

1,230 H24. 8 H 6.11

第１部 (新田町) ラビットＰ４５５ＤＡＮ 28 Ｂ３

H19. 1 H21. 3

第７部 (高松) シバウラＦＦ４００ 32 Ｂ３

第１部 (寺田) ラビットＰ４５５Ｂ第

６

分

団

Ｂ３ 1,220 H23.10 H12.12

28 Ｂ３ 1,200

第

７

分

団 第６部 (本田屋) ラビットＰ４５５ＤＡＮ 28

1,260

1,220 H21. 3 H22. 2

R1.9 H19. 1
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第 １ 分 団 6 (6) 2 (2)

第 ２ 分 団 7 (7)

第 ３ 分 団 4 (4)

第 ４ 分 団 2 (2) 4 (4)

第 ５ 分 団 6 (6)

第 ６ 分 団 5 (5)

計 8 (8) 28 (28)

第 １ 分 団 1 1 1 (3)

第 ２ 分 団 1 1 1 (1) 3 (2) (3)

第 ３ 分 団 1 1 2 1 (2) (1) (1) 1 (1)

第 ４ 分 団 4 1 1 (3) 1 (2) (2)

第 ５ 分 団 4 1 1 (2) 1 (1) (1) (3)

第 ６ 分 団 3 (1) 1 1 1 (2) 1 (2) (2)

第 ７ 分 団 1 1 4 (1) (2) (1) (2)

計 11 (1) 5 5 7 7 (11) 6 (10) (3) 1 (16)

11 (1) 5 5 7 7 (11) 6 (10) (11) 29 (44)

６．小型動力ポンプ及び積載車車齢表

区 分 
３年 ５年 ７年 ９年 １１年 １３年

３年
未満

以上 以上 以上 以上 以上 以上 １５年
以上１３年 １５年１１年

分 団 別
５年 ７年 ９年
未満 未満 未満

五

泉

方

面

隊

村

松

方

面

隊

合　　　計

（　　）は積載車

未満 未満 未満
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40   ㎥
20　㎥
以　上

20   ㎥

第１分団 27 254 5 3 3

第２分団 3 132 6 3 4

第３分団 1 44 17 6 6

第４分団 56 12 7 2 2

第５分団 73 12 26 4

第６分団 46 18 1 11

計 31 605 70 46 15 17

第１分団 16 141 6 16 2

第２分団 35 3 5

第３分団 30 3 3 1

第４分団 48 3 5

第５分団 1 58 6 3

第６分団 36 9 5 1

第７分団 8 98 4 1

計 25 446 34 38 4

56 1051 104 84 19 17合　　　計

７．分団別消防水利一覧

種　別 
公　　　　　　　　　　　　　　設

消 火 栓 防 火 水 槽 防

火

井

戸

双

口

単

口

 分 団 別 以    上
40  ㎥
未   満

未    満

五

泉

方

面

隊

村

松

方

面

隊
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出　 動 出　 動 出 　動 放 　水 出　 動 出　 動 出 　動 放 　水

件　 数 台　 数 延人員 台　 数 件　 数 台　 数 延人員 台　 数

全 焼 1 6 28 1

半 焼

部 分 焼 2 5 20

ぼ や

3 9 38

3 11 48 1 3 9 38

2 3 13

巡 視

催 物 3 3 16 5 7 46

風 水 害 1 6 31 1 4 34

そ の 他

防火広報 417 417 1,186 383 380 1,177

演習訓練 19 50 928 6 39 714 39

誤 報 等

そ の 他 72 486 30 602

512 476 2,647 427 433 2,586 39

515 487 2,695 1 430 442 2,624 39

 区　分

８．消防団出動状況

方 面 隊 別 五 泉 方 面 隊 村 松 方 面 隊

建
物
火
災

火

災

車 両 火 災

林 野 火 災

船 舶 火 災

航 空 機 火 災

小　　　計

合　　　計

 
　　団本部は管轄方面隊に記載

そ の 他 火 災

管 外 応 援

小　　　計

普 通 警 戒

特
別
警
戒

火

災

以

外

の

出

動

風
水
害
等

遭 難

そ
の
他
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Ⅲ 予　防　関　係

令和元年防火ポスター最優秀賞



年　別

170 7 14 2 39 1 42 2 17 5 16 1 24 93

169 7 14 2 37 1 43 2 17 5 16 1 24 91

170 7 14 2 38 0 43 2 17 5 16 1 25 91

数量別

170 106 7 14 2 38 0 43 2 64 17 5 16 1 25

１．危険物製造所等施設数

製造所等の別
合
　
　
　
計

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所

事
業
所
数

屋

内

屋
外
タ
ン
ク

屋
内
タ
ン
ク

地
下
タ
ン
ク

平成２９年

平成３０年

令和元年

２．数量別危険物施設数

簡
易
タ
ン
ク

移
動
タ
ン
ク

屋

外

給　　　油 販

売

一

般

屋

外

屋

内

自

家

用

給　　　油 販

売

一

般

屋

外

屋

内

自

家

用

製造所等の別
合
　
　
　
計

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所

小
　
　
計

屋

内

屋
外
タ
ン
ク

屋
内
タ
ン
ク

地
下
タ
ン
ク

簡
易
タ
ン
ク

総　　　　　計

５　倍　以　下 78 67 2 1

移
動
タ
ン
ク

屋

外

小
　
　
計

1 10

 ５倍を超え
30 16 3 1

2 19 0 43 11

8 6
　　 　１０倍以下

10 2 14

8 7
　  　　５０倍以下

16 19
 １０倍を超え

35 19 2 8

6 1
　  　　１００倍以下

7
 ５０倍を超え

8 1 1

3
　  　　１５０倍以下

 １５０倍を超え
2

7 4
 １００倍を超え

7

1 1
　　　　２００倍以下

2

1 1
　　　１０００倍以下

7 5
 ２００倍を超え

10 3 3
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申請別

屋

外

屋

内

自

家

用

2 2 1 1

7 1 1 6 2 1 3

11 3 2 1 8 3 1 4

6 1 1 5 2 1 2

2 2 1 1

9 7 2 5 2 1 1

転出

転入

9 5 4 1 4 1 1 1 1

8 5 4 1 3 1 1 1

区　分

屋

外

屋

内

自

家

用

139 89 5 8 2 29 1 43 1 50 13 6 12 1 18

給　　　油

完 成

３．危険物規制事務処理状況

製造所等の別
合
　
　
　
計

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所

小
　
　
計

屋

内

屋
外

タ

ン

ク

屋
内

タ

ン

ク

地
下

タ

ン

ク

一

般

簡
易

タ

ン

ク

販

売

移
動

タ

ン

ク

屋

外

小
　
　
計

10

届
　
　
　
　
出

廃 止

譲 渡 引 渡

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

変 更 許 可 通 知 書

種 類 数 量 変 更

五 泉 市 消 防 法 施 行 細 則

許
認
可
・
検
査
･
承
認

設 置

変 更

4

完 成 検 査 前 検 査

仮 使 用

予 防 規 程

5
に よ る 届 出 ( 第 ６ 条 関 係 )

保安監督者

選　　任

解　　任

1 3 1 15 3 635 20 1 1

４．危険物施設立入検査状況

製造所等の別
合
　
　
　
計

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所

小
　
　
計

屋

内

屋
外
タ

ン

ク

屋
内
タ

ン

ク

地
下
タ

ン

ク

一

般

移
動
タ

ン

ク

屋

外

小
　
　
計

給　　　油 販

売

簡
易
タ

ン

ク

立 入 検 査 実 施 数

立 入 検 査 結 果
38 18 6

通 知 書 交 付 数
9 20 6 3 51 8
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区　分 

イ 2 2 0 0

ロ 122 15 21 6

イ

ロ 5 5 1 0

ハ

ニ 1 0 1 0

イ 11 10 5 2

ロ 68 9 56 29

132 59 24 9

イ 18 18 5 3

ロ 196 28 1 0

特定科目中に特定診療科目名の一般病床を有し
四人以上の患者を入院させるための施設
患者を入院させるための施設を有する
診療所又は助産所
患者を入院させるための施設を有しない
診療所又は助産所
老人短期入所施設、養護老人ホーム
特別養護老人ホーム

老人デイサービスセンター、老人福祉センター
老人介護支援センター、有料老人ホーム

助産施設、保育所、幼保連携型認定こども園
児童養護施設、児童自立支援施設

身体障害者福祉センター、障害者支援施設

ニ 3 3 3 1

34 29 3 0

4 4 0 0

イ

ロ

5 1 0 0

78 4 1 0

イ 455 172 13 3

ロ

イ 71 2 10 1

ロ

313 25 8 0

321 26 16 2

イ 144 83 19 10

ロ 94 13 0 0

3 3 0 0

249 72

５．防火対象物数及び立入検査状況
対 象 物 数 立 入 検 査 実 施 数

 施行令別表第一の区分 うち指定防火対象物 うち結果通知交付数

３
待 合 ・ 料 理 店

飲 食 店

４ 百 貨 店 ･ 店 舗

５
旅 館 ･ ホ テ ル

寄 宿 舎 ･ 共 同 住 宅

１
観 覧 場

公 会 堂 ･ 集 会 場

２

キ ャ バ レ ー 等

遊 技 場

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を 営 む 店 舗

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス

2 0 0

0

4 27 9 5

3 3 03

0

イ

1 診療科目中に特定診療科目の一般病床を有する病院 2

2

0

ロ

1 28 28 15

2 救護施設

更生施設

3 乳児院

5 障害者支援施設 7 7 3 0

4 障害児入所施設

4

0

27

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 等

７ 小 ･ 中 ･ 高 校 等

1 0

5 23 17

4 児童発達支援センター 3 1

６

2

2

８ 図 書 館

９
蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場

( イ ) 以 外 の 公 衆 浴 場

１０ 車 両 の 停 車 場

7

ハ

1 12 10 4

3 27 19

１４ 倉 庫

１５ 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

１６
特 定 用 途 の 存 す る 複 合 対 象 物

（ イ ） 以 外 の 複 合 対 象 物

１１ 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会

１２
工 場 ･ 作 業 場

映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

１３
自 動 車 車 庫 ･ 駐 車 場

飛 行 機 等 の 格 納 庫

0 0

合　　　　　　　　　　　計 2,214 607

１７ 重 要 文 化 財

１８ 延 長 50 メ ー ト ル 以 上 の ア ー ケ ー ド 2 0
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区　分 

イ 2 2 100.0 2

ロ 45 42 93.3 42

イ

ロ 5 5 100.0 4

ハ

ニ 1 1 100.0 1

イ 10 8 80.0 8

ロ 32 24 75.0 24

77 68 88.3 65

イ 16 15 93.8 15

ロ 10 9 90.0 9

特定科目中に特定診療科目名の一般病床を有し
四人以上の患者を入院させるための施設
患者を入院させるための施設を有する
診療所又は助産所
患者を入院させるための施設を有しない
診療所又は助産所
老人短期入所施設、養護老人ホーム
特別養護老人ホーム

老人デイサービスセンター、老人福祉センター
老人介護支援センター、有料老人ホーム

助産施設、保育所、幼保連携型認定こども園
児童養護施設、児童自立支援施設

身体障害者福祉センター、障害者支援施設

ニ 3 3 100.0 3

18 18 100.0 18

4 4 100.0 4

イ

ロ

34 25 73.5 21

イ 46 46 100.0 43

ロ

イ 2 2 100.0 2

ロ

16 16 100.0 16

41 36 87.8 34

イ 40 27 67.5 27

ロ 1 1 100.0 0

490 438 89.4

６．防火管理者選任状況
防火管理者

必要対象物数
150㎡以上

防火管理者
選任対象物数

防火管理者
選　任　率

(％)

消防計画
届出数 施行令別表第一の区分

３
待 合 ・ 料 理 店

飲 食 店

４ 百 貨 店 ･ 店 舗

５
旅 館 ･ ホ テ ル

寄 宿 舎 ･ 共 同 住 宅

１
観 覧 場

公 会 堂 ･ 集 会 場

２

キ ャ バ レ ー 等

遊 技 場

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を 営 む 店 舗

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス

2 100.0 2

3

4 6 5 83.3

3 3 100.03

5

イ

1 診療科目中に特定診療科目の一般病床を有する病院 2

2

27

ロ

1 27 27 100.0

2 救護施設

更生施設

3 乳児院

5 障害者支援施設 5 5 100.0 5

4 障害児入所施設

23

10

100.0

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 等

７ 小 ･ 中 ･ 高 校 等

100.0 1

5 10 10

4 児童発達支援センター 1 1

６

10

2

８ 図 書 館

９
蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場

( イ ) 以 外 の 公 衆 浴 場

１０ 車 両 の 停 車 場

100.0

ハ

1 10 10 100.0

3 23 23

１４ 倉 庫

１５ 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

１６
特 定 用 途 の 存 す る 複 合 対 象 物

（ イ ） 以 外 の 複 合 対 象 物

１１ 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会

１２
工 場 ･ 作 業 場

映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

１３
自 動 車 車 庫 ･ 駐 車 場

飛 行 機 等 の 格 納 庫

合　　　　　　　　　　　計 424

１７ 重 要 文 化 財

１８ 延 長 50 メ ー ト ル 以 上 の ア ー ケ ー ド
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区　分 

イ 2 1 1 1

ロ 45 7 19 7

イ

ロ 5 5 0 4

ハ

ニ 1 0 1 0

イ 10 2 5 1

ロ 36 0 14 0

100 24 49 20

イ 18 6 9 6

ロ 180 13 62 11

特定科目中に特定診療科目名の一般病床を有し
四人以上の患者を入院させるための施設
患者を入院させるための施設を有する
診療所又は助産所
患者を入院させるための施設を有しない
診療所又は助産所
老人短期入所施設、養護老人ホーム
特別養護老人ホーム

老人デイサービスセンター、老人福祉センター
老人介護支援センター、有料老人ホーム

助産施設、保育所、幼保連携型認定こども園
児童養護施設、児童自立支援施設

身体障害者福祉センター、障害者支援施設

ニ 3 3 0 3

30 26 1 19

4 1 1 1

イ

ロ

1 0 0 0

64 4 10 2

イ 406 98 48 66

ロ

イ 29 0 6 0

ロ

212 28 32 19

125 26 47 24

イ 136 5 25 3

ロ 85 1 3 0

3 0 0 0

408 211

７．消防用設備等点検結果報告状況
点 検 を 要 す る 対 象 物 報 告 済 み 対 象 物

 施行令別表第一の区分 うち１０００㎡以上 1000㎡未満 1000㎡以上

３
待 合 ・ 料 理 店

飲 食 店

４ 百 貨 店 ･ 店 舗

５
旅 館 ･ ホ テ ル

寄 宿 舎 ･ 共 同 住 宅

１
観 覧 場

公 会 堂 ･ 集 会 場

２

キ ャ バ レ ー 等

遊 技 場

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を 営 む 店 舗

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス

2 0 1

2

4 21 2 7

3 2 13

2

イ

1 診療科目中に特定診療科目の一般病床を有する病院 2

2

12

ロ

1 28 14 13

2 救護施設

更生施設

3 乳児院

5 障害者支援施設 7 3 2 3

4 障害児入所施設

3

0

20

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 等

７ 小 ･ 中 ･ 高 校 等

1 0

5 21 0

4 児童発達支援センター 1 0

６

1

2

８ 図 書 館

９
蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場

( イ ) 以 外 の 公 衆 浴 場

１０ 車 両 の 停 車 場

21

ハ

1 12 2 10

3 24 4

１４ 倉 庫

１５ 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

１６
特 定 用 途 の 存 す る 複 合 対 象 物

（ イ ） 以 外 の 複 合 対 象 物

１１ 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会

１２
工 場 ･ 作 業 場

映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

１３
自 動 車 車 庫 ･ 駐 車 場

飛 行 機 等 の 格 納 庫

0 0

合　　　　　　　　　　　計 1,616 279

１７ 重 要 文 化 財

１８ 延 長 50 メ ー ト ル 以 上 の ア ー ケ ー ド 2 0
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イ 2 2

ロ 12 8 4

２ ロ 4 1 2

イ 1 1

ロ 1 1

13 6 5

５ イ 4 1 2 1

イ 1 診療科目中に特定診療科目の一般病床を有する病院

ハ 1
老人デイサービスセンター、老人福祉センター、老人
介 護 支 援 セ ン タ ー 、 有 料 老 人 ホ ー ム 1 1

36 18 2 2 14 1

 設備別

 設備別

８．防火対象物定期点検報告状況

区　分 点検を要する対象物 特例認定済防火対象物

第
1
号
該
当

第
２
号
該
当

第１号該当 第２号該当

報
告
済
み

件
　
　
数

取
り
下
げ 施行令別表第一の区分

１
観 覧 場

公 会 堂 ･ 集 会 場

報
告
済
み

認
定
件
数

件
　
　
数

不
 

認
 

定

件
　
　
数

取
り
下
げ

認
定
件
数

件
　
　
数

不
 

認
 

定

旅 館 ･ ホ テ ル

６

合　　　　　　　　　　　計

９．消防用設備等着工届受理状況

年　別 
平成２９年 平成３０年 令和元年

遊 技 場

３
待 合 ・ 料 理 店 等

飲 食 店

４ 百 貨 店 ･ 店 舗

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 2 3 3

粉 末 消 火 設 備 1

屋 内 消 火 栓 設 備 2 2 2

パ ッ ケ ー ジ 型 消 火 設 備 1 1

火 災 通 報 装 置 等 8 2 6

避 難 器 具 2 1

屋 外 消 火 栓 設 備 3

自 動 火 災 報 知 設 備 22 24 21

合　　　　　　　　　　　　　計 37 34 35

１０．消防用設備等設置届受理状況

年　別 
平成２９年 平成３０年 令和元年

パ ッ ケ ー ジ 型 消 火 設 備 1

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 2 3 7

消 火 器 14 17 20

屋 内 消 火 栓 設 備 5 1 1

消 防 用 水 1

動 力 消 防 ポ ン プ 設 備 1

粉 末 消 火 設 備

屋 外 消 火 栓 設 備 5 2

非 常 放 送 設 備 4 1 5

非 常 警 報 器 具 ･ 設 備 3 8 4

自 動 火 災 報 知 設 備 45 36 34

火 災 通 報 装 置 等 7 4 9

連 結 送 水 管

合　　　　　　　　　　　　　計 101 99 108

避 難 器 具 1 2

誘 導 灯 ･ 誘 導 標 識 15 25 25

-31-



年　別 
 項　目

消 防 用 設 備 等 設 置 通 知 書 交 付 29 13 17

工 事 中 の 防 火 指 導 書 交 付 5 2 3

り 災 証 明 書 交 付 21 12 8

消 防 用 設 備 等 検 査 済 証 交 付 30 45 33

防 火 管 理 者 選 任 届 出 書 受 理 45 50 98

消 防 計 画 作 成 届 出 書 受 理 59 70 137

甲 種 防 火 管 理 者 新 規 講 習 40 39 40

年　別 
 項　目

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 出 書 25 34 45

ボイラー、給湯湯沸設備等設置届出書 3 7 9

発 電 、 変 電 、 蓄 電 池 設 備 設 置 届 出 書 4 8 12

禁 止 行 為 の 解 除 承 認 申 請 書 1 0 1

火災とまぎらわ しい 煙、火炎の届 出書 45 40 46

煙 火 打 上 げ 届 出 書 30 32 30

催 物 開 催 届 出 書 3 2 2

水 道 断 水 （ 減 水 ） 届 出 書 3 2 0

道 路 工 事 届 出 書 630 621 698

少 量 危 険 物 等 貯 蔵 取 扱 い 届 出 書 6 7 9

危 険 物 仮 貯 蔵 仮 取 扱 申 請 書 1 0 0

消 防 訓 練 実 施 計 画 届 出 書 204 384 397

合　　　　　　　　　　　　計 955 1,137 1,249

平成２９年 平成３０年 令和元年

　　　１１．予防関係事務処理状況

平成２９年 平成３０年 令和元年

１２．火災予防条例等に基づく各種届出状況
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年　別 

 項　目

２０クラブ ２１クラブ ２１クラブ

１，３２７人 １，２３０人 １，４５３人

１クラブ １クラブ １クラブ

７人 ７人 １１人

年　別 

 項　目

防 火 映 写 会

（防火紙芝居）

防 火 教 室

（防火座談会）

２回 ２回 ２回

２２,５７３枚 １８，７６０枚 ２１，４１５枚

１３．民間防火組織の現況

平成２9年 平成３０年 令和元年

防 火 管 理 協 会 ３１５事業所 ３１2事業所 ３０２事業所

消 防 訓 練 指 導 ５９回 ７０回 １３７回

危 険 物 安 全 協 会 ７６事業所 ７4事業所 ７0事業所

幼 年 消 防 ク ラ ブ

少 年 消 防 ク ラ ブ

婦 人 防 火 ク ラ ブ

１４．予防活動状況

平成２9年 平成３０年 令和元年

４回 ４回 ５回

１２回 ８回 １０回

庁 舎 見 学 ４０７人 ４０７人 ６２９人

広 報 「 ご せ ん 」 等 ３０回 ２２回 ２３回

防 火 ち ら し 等 配 布

巡 回 広 報 ４２９回 ３９１回 ４６３回
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平成２９年 183 136 29 15 3

１５．建築確認通知受付状況

区 分
受付数 新　築 増　築 改　築 その他

年 別

令和元年 185 134 30 13 8

平成３０年 155 112 26 12 5

平成　２９　年 66 66

平成　３０　年 57 57

１６．建築確認申請処理状況

処理別 
確認申請件数

内　　　　　　　　　訳

 年 別 同意件数 不同意件数

月 別

１月 4 4

令和　元　年 61 61

１７．建築確認申請月別処理状況

区 分
小　計 新　築 増　築 その他　

２月 3 3

３月 6 4 1 1

４月 8 6 1 1

５月 4 3 1

６月 5 5

７月 3 2 1

８月 2 1 1

９月 6 5 1

１０月 8 8

１１月 6 6

１２月 6 4 2

合　　　計 61 51 7 3
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区　分 

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

特定科目中に特定診療科目名の一般病床を有し
四人以上の患者を入院させるための施設
患者を入院させるための施設を有する
診療所又は助産所
患者を入院させるための施設を有しない
診療所又は助産所
老人短期入所施設、養護老人ホーム
特別養護老人ホーム

老人デイサービスセンター、老人福祉センター
老人介護支援センター、有料老人ホーム

助産施設、保育所、幼保連携型認定こども園
児童養護施設、児童自立支援施設

身体障害者福祉センター、障害者支援施設

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

1 1

１８．建築確認申請用途別処理状況

小計 新築 増築 その他
 施行令別表第一の区分

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を 営 む 店 舗
２

キ ャ バ レ ー 等

遊 技 場

１
観 覧 場

公 会 堂 ･ 集 会 場

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス

３
待 合 ・ 料 理 店

４ 百 貨 店 ･ 店 舗 5 5

飲 食 店 2 2

６

イ

1 診療科目中に特定診療科目の一般病床を有する病院 1 1

2

５
旅 館 ･ ホ テ ル

寄 宿 舎 ･ 共 同 住 宅

3

4 1 1

ロ

1

3 乳児院

2 救護施設

5 障害者支援施設 1 1

4 障害児入所施設

ハ

1

2 更生施設

4 児童発達支援センター

3 1 1

5

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 等

８ 図 書 館

７ 小 ･ 中 ･ 高 校 等

１１ 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会

１０ 車 両 の 停 車 場

９
蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場

( イ ) 以 外 の 公 衆 浴 場

１３
自 動 車 車 庫 ･ 駐 車 場

飛 行 機 等 の 格 納 庫

１２
工 場 ･ 作 業 場 4 1 2 1

映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

１５ 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場 5 4 1

１４ 倉 庫

１７ 重 要 文 化 財

１６
特 定 用 途 の 存 す る 複 合 対 象 物

（ イ ） 以 外 の 複 合 対 象 物 1 1

合　　　　　　　　　　　計 22 15 4 3

１８ 延 長 50 メ ー ト ル 以 上 の ア ー ケ ー ド
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区　分 ６階
以上

イ 1 1

ロ 4 2 1 1

イ

ロ 1 1

ハ

ニ

イ

ロ

イ 3 1 2

ロ 3 1 2

特定科目中に特定診療科目名の一般病床を有し
四人以上の患者を入院させるための施設
患者を入院させるための施設を有する
診療所又は助産所
患者を入院させるための施設を有しない
診療所又は助産所
老人短期入所施設、養護老人ホーム
特別養護老人ホーム

老人デイサービスセンター、老人福祉センター
老人介護支援センター、有料老人ホーム

助産施設、保育所、幼保連携型認定こども園
児童養護施設、児童自立支援施設

身体障害者福祉センター、障害者支援施設

ニ

12 3 7 1 1

1 1

イ

ロ

2 1 1

イ 10 2 2 4 1 1

ロ

イ

ロ

1 1

16 3 10 2 1

イ 6 1 2 2 1

ロ 1 1

64 3 11 24 14 8 4

１９．中高層建築物の現況

小計 １階 ２階 ３階 ４階 ５階
 施行令別表第一の区分

３
待 合 ・ 料 理 店

飲 食 店

４ 百 貨 店 ･ 店 舗

５
旅 館 ･ ホ テ ル

寄 宿 舎 ･ 共 同 住 宅

１
観 覧 場

公 会 堂 ･ 集 会 場

２

キ ャ バ レ ー 等

遊 技 場

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を 営 む 店 舗

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス

1

2

1 診療科目中に特定診療科目の一般病床を有する病院 1

3

4

1

2 救護施設

1 1

3 乳児院

4 障害児入所施設

5 障害者支援施設

ハ

1 1 1

4 児童発達支援センター

3

2 更生施設

９
蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場

( イ ) 以 外 の 公 衆 浴 場

１０ 車 両 の 停 車 場

１１ 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 等

７ 小 ･ 中 ･ 高 校 等

８ 図 書 館

5

６

イ

ロ

１４ 倉 庫

１５ 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 場

１６
特 定 用 途 の 存 す る 複 合 対 象 物

（ イ ） 以 外 の 複 合 対 象 物

１２
工 場 ･ 作 業 場

映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

１３
自 動 車 車 庫 ･ 駐 車 場

飛 行 機 等 の 格 納 庫

　消防力の整備指針による中高層建築物（高さ１５メートル以上の建築物）のうち防火対象物数を計上

合　　　　　　　　　　　計

１７ 重 要 文 化 財

１８ 延 長 50 メ ー ト ル 以 上 の ア ー ケ ー ド
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Ⅳ 火　災　関　係

家庭防火リーダー研修会「消火訓練」



年別

床面積（㎡）

表面積（㎡）

※ 出火率とは人口1万人あたりの出火件数

出 火 率 1.3 2.1 2.7 2.0 1.8

建物火災１件当たり
994 3,536 2,416 1,478 370

の 損 害 額 （ 千 円 ）

罹 災 人 員 6 15 22 16 9

2

半 損 1

罹
災
世
帯
数

全 損 1 3 1 1

小 損 3 8

2

ぼ や 4 3 5 6 1

5 4

死

傷

者

死 者 0 2 0 1

2

半 焼 2 1 1

焼

損

棟

数

全 焼 1 6 8 1

部 分 焼 1 2 3 2

そ の 他 20 75 0 0

0

負 傷 者 1 2 4 5 3

火
災
損
害
額

（
千
円

）

建 物 4,971 38,895 24,158 10,348 1,849

林 野

車 両 60

合 計 4,991 38,895 24,293 10,348 1,849

127

2 1 14 9 2

焼

損

面

積

建

物

221 1,015 1,159 365

林 野 （ ａ ） 100

そ の 他 2 3 3 1

5

林 野 3

火

災

種

別

建 物 5 11 10 7

車 両 1

火 災 発 生 件 数 7 11 14 10 9

１．火災統括表

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年
区分
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（ａ）

0

0

0

3 2 1 19 1 1 1

1 1 72

0

1 1 1 2

3 1 1 1 9 1 4 6

0

0

1 1 1 2 3

0

9 5 3 0 1 100 2 0 2 1 2 0 4 9 0 3 0 0合　計 127 2 1,849 0 1,849

12 0

11 117 0 1,751 1,751

10 0

9 0

8 0 2 18 18

0

4 7 0 63 63

7 3 0 17 17

6 0

0

2 0

1

3

5 0

小

計

床
面
積

表
面
積

（㎡） （㎡）

ぼ

や

全

損

半

損

小

損

死

者

負

傷

者

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

-
3
9
-

２．月別火災発生状況

月
 
 
 
 
 

別

火
　
災
　
件
　
数

火 災 種 別 焼 損 面 積 焼 損 棟 数 罹災世帯数
罹
　
災
　
人
　
員

死傷者 火 災 損 害 額 （ 千 円 ）

建

物

林

野

車

両

そ

の

他

建　　　　物 林

野

全

焼

半

焼

部

分

焼

建

物

林

野

車

両

そ

の

他



覚知別
年別

　※(　)は、覚知別のうち携帯電話による通報

9

合 計 ３３(15) 2 2 11 1 51

令 和 元 年 ８（２） 1

14

平 成 30 年 ４（４） 6 10

平 成 29 年 11（３） 2 1

7

平 成 28 年 ８（２） 1 1 1 11

平 成 27 年 ４（2） 1 2

４．覚知別火災発生状況

専用電話
加入電話 駆け付け 事後聞知 その他 小　　　計

（119）

合　　　　　　　　　　計 7 11 14 10 9

不 明 ・ 調 査 中 1 4 1 1

そ の 他 4 3 3

放 火 の 疑 い 2 1

放 火 2

取 灰 1 1 1

た き 火 1 1

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー 1

火 あ そ び

配 線 器 具 2

電 灯 ・ 電 話 等 の 配 線

電 気 装 置 2 1

電 気 機 器 1 1

ボ イ ラ ー

焼 却 炉

煙 突 ・ 煙 道 2 1

ス ト ー ブ 1 2

風 呂 か ま ど

こ ん ろ 1 3 1

た ば こ 1 1 2 1

３．原因別火災発生状況

年　別
平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年

原因別
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６．曜日別火災発生状況
   (平成２７年～令和元年) 

合 計 5 11 10 7 5

そ の 他 2 3

住 宅 （ 附 属 建 物 含 ） 1 8 10 6

前各項に該当しない事業場

倉 庫 ・ 車 庫 1

工 場 ・ 作 業 場 2 2 1 1

福 祉 施 設 等

共 同 住 宅 1

５．建物火災の用途別火災発生状況

年　別
平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年

用途別

店 舗

件

27年

29年 27年
27年

27年 29年 28年

28年

28年
28年

28年

29年

29年
29年

29年30年

30年

30年

30年
30年

元年
元年

元年

元年

元年

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

日 月 火 水 木 金 土

件

曜日
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3 4 1 1 2 2 1 3 6 7 3 5 4 9 3 6 8 5 3

69

そ の 他 8 5 15 28 15

合 計 55 40 50 82

19

た き 火 の 拡 大 1 1 6 3 3

火災報知設備等の非火災報 6 8 12 18

9

22

6

枯草等の焼却の放置 7 4 2 4

誤 認 通 報 3 2 1 2

も み が ら 等 の 焼 却 1 1 1 7

ごみ・廃材等の焼却 29 19 15 13

７．時間帯別火災発生状況

８．警戒出動状況等

　年　別 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年状況別

2
1

3

1
0 1

1
3

6

6

8

9

2

8

7

3

9

8

4
3
3

4
2 1

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10 １
２

３

４

５

６

７

８

９

10
111213

14

15

16

17

18

19

20

21

22
23 ０ 平成１０年～平成１３年

0
1

0
1
1
0

4
1

3

0

3

7

3

1

23
4

2
3

3
3

4

0

2

１時

2時

3時

4時

5時

6時

7時

8時

9時

10時

11時
12時13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時

22時

23時 0時 平成２７年～令和元年
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Ⅴ 警防 ・ 機械関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新設した耐震性貯水槽４０㎥型（牧）



出動状況

全 焼 2 8 27 6

半 焼 0 0 0 0

部 分 焼 2 7 27 1

ぼ や 0 0 0 0

0 0 0 0

3 19 55 3

0 0 0 0

0 0 0 0

1 3 12 2

8 37 121 12

44 62 196 12

巡 視 99 99 283 0

催 物 0 0 0 0

風 水 害 1 2 6 0

地 震 等 0 0 0 0

0 0 0 0

防 火 広 報 391 391 995 0

演 習 訓 練 22 41 114 2

誤 報 等 25 47 173 0

そ の 他 631 646 1,608 10

1,213 1,288 3,375 24

1,221 1,325 3,496 36

そ
　
の
　
他

（小　　計）

合　　　　　　　計

火
災
以
外
の
出
動

普 通 警 戒

特
別
警
戒

災
害

遭 難 ・ 捜 索

火
災
出
動

建
物
火
災

車 両 火 災

林 野 火 災

船 舶 火 災

航 空 機 火 災

そ の 他 火 災

（小　　計）

１．消防隊出動状況

出動件数 出動台数 出動延人員 放水台数
区　分
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※私設は計上せず

種　別　

150㎜以上 150㎜未満 合　計 40㎥以上 20㎥以上 20㎥未満 合　計

　年　別

104 83 19 206 17

21

平 成 ３ ０ 年 267 829 1,096 104 84 19 207 19

令 和 元 年 271 834 1,105

19 205 23

平 成 ２ ９ 年 266 823 1,089 102 85

平 成 ２ ８ 年 266 816 1,082 100

19 206

-45-

２．消防水利の推移

公　　　　設

消　火　栓 防　火　水　槽

防火井戸

平 成 ２ ７ 年 257 820 1,077 98 87 19 204 26

86



区分 排気量

車両名 (ℓ) 製作所 種　　別 級別 規格放水量

消 防 １ 号 車 タンク車 水-Ⅱ 日野 Ｈ.26 H.26. 2 5 6.4 長野ポンプ 2段ﾊﾞﾗﾝｽﾀｰﾋﾞﾝ A-2 2,634ℓ タンク容量2,000ℓ

消 防 ２ 号 車 普通消防車 CD-Ⅰ 三菱   Ｈ.10　 H.10. 2 21 4.56 森田ポンプ 2段ﾊﾞﾗﾝｽﾀｰﾋﾞﾝ A-2 2,520ℓ

消 防 ３ 号 車 普通消防車 CD-Ⅰ 日野     Ｈ.12　　H.12.12 19 4.89 日本機械工業 2段ﾊﾞﾗﾝｽﾀｰﾋﾞﾝ A-2 2,120ℓ 自動吸管巻取り装置

消 防 ４ 号 車 普通消防車 CD-Ⅰ 三菱 Ｈ.14 H.14. 8 17 5.24 長野ポンプ 2段ﾊﾞﾗﾝｽﾀｰﾋﾞﾝ A-1 2,860ℓ 手動吸管巻取り装置

消 防 ５ 号 車 資器材搬送車 スズキ Ｈ.14 H.14. 4 17 0.65

消 防 ６ 号 車 支援車 日産 Ｈ.12 H.12. 4 19 1.76

消 防 ７ 号 車 広報車 トヨタ Ｈ.22 H.22.11 9 1.49

救 急 １ 号 車 高規格救急車 トヨタ Ｈ.23 H.23. 2 8 2.69

救 急 ２ 号 車 高規格救急車 トヨタ Ｈ.27 H.27. 2 4 2.69

救 急 ３ 号 車 高規格救急車 日産   Ｈ.14　 H.14. 3 17 3.49

救 助 １ 号 車 救助工作車 日野 Ｈ.24 H.24．2 7 6.4

救 助 ２ 号 車 はしご車 24ｍ級 三菱 Ｈ. 3 H. 3.12 28 16.03 森田ポンプ 2段ﾊﾞﾗﾝｽﾀｰﾋﾞﾝ A-2 2,520ℓ 地上高25.1ｍ

指 揮 １ 号 車 指揮隊車 トヨタ     Ｈ. 6　　 H.19.11 25 2.77

訓 練 指 導 車 消火・通報訓練指導車 マツダ    Ｈ.14　　 H.14. 8 17 1.99

軽 可 搬 ポ ン プ 軽可搬式 V10F トーハツ Ｈ.14 H.14.10 17 0.098 トーハツ １段ﾀｰﾋﾞﾝ D-1 220ℓ

軽 可 搬 ポ ン プ 軽可搬式 V10F シバウラ Ｈ.24 H.24. 5 7 0.068 シバウラ １段ﾀｰﾋﾞﾝ D-1 224ℓ

可 搬 ポ ン プ 小型動力ポンプ VC72 トーハツ Ｈ.29 H.29. 5 2 0.617 トーハツ １段ﾀｰﾋﾞﾝ B-2 1,290ℓ

消 防 １ 号 車 タンク車 水Ⅰ-B 日野 Ｈ.13 H.13. 1 18 7.96 森田ポンプ 2段ﾊﾞﾗﾝｽﾀｰﾋﾞﾝ A-2 2,248ℓ タンク容量1,500ℓ

消 防 ２ 号 車 普通消防車 CD-1 三菱 Ｈ.14 H.14.10 17 5.24 長野ポンプ 2段ﾊﾞﾗﾝｽﾀｰﾋﾞﾝ A-2 2,460ℓ 高圧ポンプ付

消 防 ３ 号 車 普通消防車 CD-1 日野 Ｈ.30 H.30. 2 1 4.00 長野ポンプ 2段ﾊﾞﾗﾝｽﾀｰﾋﾞﾝ A-2 2,648ℓ 吸管サイド取付装置

消 防 ４ 号 車 普通消防車 CD-1 日野 Ｈ.25 H.25. 1 6 4.00 日本機械工業 2段ﾊﾞﾗﾝｽﾀｰﾋﾞﾝ A-2 2,090ℓ 吸管サイド取付装置

消 防 ５ 号 車 資器材搬送車 スズキ Ｈ.25 H.25. 8 6 0.65

消 防 ６ 号 車 支援車 日産 Ｈ.21 H.21．9 10 0.65

救 急 １ 号 車 高規格救急車 トヨタ Ｈ.19 H.19.10 12 2.69

救 急 ２ 号 車 高規格救急車 トヨタ Ｈ.23 H.23.11 8 2.69

３．消防車両等性能表
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署
別

車両種別 型別 社名 年式 配備年月 車齢
ポ　　　　　　ン　　　　　　プ

摘　　　　　要

消
防
本
部
・
署

村
松
分
署



区分 数量

複連梯子 13

カギ付き梯子 4

ワイヤー梯子 3

救助マット 2

救命索発射銃 2

救助用担架 10

ウインチ 2

可搬式ウインチ 5

油圧式救助器具 7

サバイバースリング 1

救助用縛帯 12

38

マット型空気ｼﾞｬｯｷ 8

1

2

救命ボート 2

24

1

1

1

1

2

44

81

　(  )は分署保有数

熱画像直視装置 MSAエボリューション5800TIC 1、ＦＲＩＲ　Ｋ55（1）

呼
吸
保
護
具

空気呼吸器
ｋ2P型 4(3)、M30型 5(4)、ライフゼムNM30型3（6）、ML30型 ８（3）、
フェンジー (4)、A1型 4

空気ボンベ 3ℓ 2、7ℓ 38（22）、8ℓ (19)

マンホール救助器具 テラダプター・トリポット・システム 1

簡易画像探索機 プロカム PC-780S2 1

救助用支柱器具 エアショアスタビライゼーションキット　1

油圧ジャッキサポート ルーカス ラムサポート 1

縛帯　5（2）、簡易縛帯　1（2）、ピタゴール　1（1）

救命胴衣 浮力8kg 15(8)、PFD 7(8)

KPI-22型（１）、KPI-32型（１）、ズムロ12t（１）、ズムロ40t（１）
ホルマトロ29t（１）、SV-22 １、SV-29 １、SV-41 １

万能搬送具 UT-2000(1)

レスキューチューブ JIM-BUOY No.80 1(1)

折りたたみ式アルミボート 1、RJB-340 1

携帯型警報器 スーパーパス　14(10)

1

４．特殊機械器具現有状況

名　　　　　　称 規　　　　格　　・　　性　　　　能　　　　等

救
　
　
　
　
助
　
　
　
　
器
　
　
　
　
具

梯
　
　
子

二連ｱﾙﾐ製 1(3)、三連ｱﾙﾐ製 1、三連鋼管製 (2)、三連ｽﾃﾝﾚｽ製 4(2)

ｱﾙﾐ製 (1)、ﾁﾀﾝ製 1、ステンレス製 （2）

8.5m 1、8.6m 1、9.2m (1)

ソフトランディング　上面積9.6㎡ 1(1)

M３ミロク式 1、レスキューマックス（1）

タイタン 1（1）、平担架 2(1)、バスケット型 1(1)、スケッドストレッ
チャー 1(1)、スノーボート (1)
ロツラーウインチ　HZ051(車両据付け) 1
ラムゼイウインチ(車両据付け)  （１）

チルホール 吊り上げ荷重1.6t 2(2)、チルホールπ-16 20m １

ポートパワー10t 2、ルーカス ハンドポンプZPX3/4 1
P620SG 1、P620SG-D 1、ルーカス ラムシリンダーR424 1
オグラＯＭＣ-931（1）
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区分 数量

5

2

1

5

7

12

3

2

2

5

1

1

1

1

13

6

2

2

9

5

2

10

4

2

1

1

2

4

1

　　（　）は分署保有数

ガステック 1

引火点測定器 TAG-G　ガス加熱式 1、COC-E 1

可燃性ガス測定器 GX-2009　1（1）、FM-1E 1、NP-273A 1

風速計 ケストレル5500（1）

測
 

定
 

用
 

具

直読式接地抵抗機 ＨＩＯＫＩハイテスター 1、ＳＡＮＷＡテスター 1

絶縁抵抗器 BN-250SB 1

液化石油ガス検知器

防
　
護
　
用
　
具

耐電手袋 使用電圧7,000V 6(5)、YS-101 2

耐電長靴 使用電圧7,000V 2(3)、YS-111 1

耐電フック棒 2

耐熱防護服 ヒートプロテクター 2

PCM(パワークールマット）

ドライスーツ 6(4)

PCM1時間パック 2(2)

グラスソー WSC1 1

陽圧式化学防護服 タイケムTK 2

ドアオープナー オグラOMC-936ドアオープナー(1)

防毒衣 4(5)

プロテクター PMIエクラウラー 肘・膝パッド 5

ハンマー 10ポンド 2(3)

携帯用コンクリート破壊用具 ハンディーブレーカー 1

削岩機 コブラコンビ 1

ルーカス ミニカッターS120 1、オグラOMC-923バーカッター（1）

カッター ルーカス カッターS330 1、オグラOMC-932ハサミカッター（1）

スプレッダ―
ルーカス スプレッダーSP310 1、オグラOMC-934スプレッダー（1）、
オグラOCT-300コンビツール（1）

名　　　　　　称 規　　　　格　　・　　性　　　　能　　　　等

破
　
　
壊
　
　
用
　
　
具

エンジンカッター ハスクバーナー 1（1）、パートナー 1、新ダイワ製EC90 1、K-12 (1)

空気鋸 タイガーエアーソー 1(1)

ガス溶断機 アークエアー 1

チェンソー
ハスクバーナー　(1)、スチール　1、新ダイワ製EC350AV 2、
マキタMEA3600LR(1)

鉄線カッター 5(2)

レスキューナイフ 7(5)

ペダルカッター
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区分 数量

3

7

自動式人工呼吸器 6

自動式心肺蘇生器 5

バックボード一式 9

患者監視モニター 3

バキュームスプリント 1

12

空気圧縮機 3

10

充電器 3

ロープ張力計 2

発煙機 2

安全マット 5

レンジャー用ネット 3

心肺蘇生用訓練人形 24

簡易水槽 2

2

1

4

1

1

2

8

3

3

1

　　（　）は分署保有数

送排風機 GF-165 1、PEE型PEE-282Y 1、CX4000（1）

吸水機器 ディスクストレーナー 1、クイックキャッチャー (2)

泡消火薬剤混合放水器 プロパック(1)

そ
の
他

（
訓
練
用
等
含
む

）

背負式消火水のう 7（5）

MARINER-ⅡM200E-3 1、ヒタチ2.2P-14VP5 1、アシモリATZ‐31（1）

発電機
EM3000　3kvA(1)、ホンダ　EB550 1（1）、ヤマハ　EF2500i 1、
ホンダ　EU9i 1、ホンダ　EU16i 1(3)、ヤマハEF2800i　1

M-126B 1、ブースターチャージャー 1、SQ-60ZL（1）

油圧式3t 1、エンフォーサ（1）

フジスモーカー 2

高圧噴霧装置 オートハイドレックス 1

二酸化炭素消火器 ヤマトプロテックYC-5XⅡ　1、ヤマトプロテックYC-7XⅡ 1 

特殊ノズル クアドラフォグノズルNV-50QF 2(4)、低発泡ノズル 1、ロータリーノズル 1

GH-300・B-1・K-2・EU-9i 1、レスキューライトRD-600M 1、EB550　250W（2）

エアーテント一式 アキレスA-45 1、SVN-45　1

信号機付投光器一式 KS-C型(1)

投光器一式

3(2)

無結ネット 2(1)

レサシアン 6(1)、エリック (1)、アンブマン (1)、レサシジュニア 2
レサシベビー 2(1)、高研人形 1(1)、リトルアン 5（3）

アクアフレックスAF200　2

バルーン型投光機　（発動
発電機一体型） 新ダイワSMB41EIE-9YS １

名　　　　　　称 規　　　　格　　・　　性　　　　能　　　　等

救
　
　
急
　
　
用
　
　
具

半自動体外式除細動器 TEC-2213 1、TEC-2513 1、TEC-2203 1　　　　

自動体外式除細動器
（ＡＥＤ）

ハートスタートMRxE(患者監視モニター兼用) 1(2)、AED-9231（1）、
AED-3100 2（1）

パラパック2D 1、クルーズ-21Ｒ (1)、アンサー 2(1)、マイクロベント　1

HLR自動式心肺蘇生器 1、コムスタットTM2300 (2)、クローバー 2

6(3)

日本光電 WES-5003 1、レーダーサーク  1、BSM‐4103 1

Bセット (1)

-49-



-50-



Ⅵ 救急救助関係

ターニケットを用いた外傷活動訓練



年別

1 3 1 4 2

1 4

174 205 130 148 137

20 18 27 23 32

12 17 9 16 5

319 340 354 365 345

2 8 7 3 5

22 21 26 24 12

1,397 1,443 1,414 1,456 1,509

転 院 搬 送 244 252 216 210 222

医 師 搬 送 1 12 10

資機材等輸送 1

そ の 他 22 29 46 31 41

2,214 2,336 2,230 2,294 2,324

-117 +122 -106 +64 +30

地　　区

1 1 2

4 4
86 51 137
16 16 32
3 2 5

201 144 345
2 3 5
6 6 12

891 618 1,509
125 97 222

4 6 10

19 22 41
1,358 966 2,324

１．年別救急出動状況

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年
事故種別

合　　　　　　計

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通 事 故

労 働 災 害

運 動 競 技

一 般 負 傷

加 害

自 損 行 為

急 病

そ
　
の
　
他

運 動 競 技

前　　年　　比

２．管轄別救急出動状況

本 署 管 内 分 署 管 内 市 外 合 計
事故種別

火 災
自 然 災 害
水 難
交 通 事 故
労 働 災 害

合 計

一 般 負 傷
加 害
自 損 行 為
急 病

そ
の
他

転 院 搬 送
医 師 搬 送
資 機 材 等 輸 送
そ の 他
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月別

事故種別

1 1 2

3 1 4

13 5 6 13 7 8 12 10 22 17 16 8 137

4 1 2 2 3 2 6 6 2 3 1 32

2 1 1 1 5

25 23 27 26 23 31 26 34 24 39 33 34 345

1 1 1 1 1 5

3 3 1 2 2 1 12

162 147 121 119 107 98 133 151 118 107 118 128 1509

転 院 搬 送 17 17 22 19 17 25 21 13 15 16 19 21 222

医 師 搬 送 2 2 2 1 1 2 10

資機材等輸送

そ の 他 5 3 1 2 3 5 10 3 3 2 4 41

223 199 182 186 162 171 206 228 189 186 195 197 2324

自 然 災 害

３．月 別 救 急 出 動 状 況

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

火 災

自 損 行 為

急 病

そ
　
の
　
他

合　　　　　　計

水 難

交 通 事 故

労 働 災 害

運 動 競 技

一 般 負 傷

加 害

0

50

100

150

200

250

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

223 

199 

182 186 

162 
171 

206 

189 186 
195 197 

228

件数
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事故種別

年齢区分 (割合)

男 1 1

女

男 43 2 3 28 10

女 28 1 5 19 3

男 37 1 9 2 3 1 17 4

女 22 1 4 1 2 14

男 293 2 25 20 2 32 1 2 183 26

女 221 31 2 24 4 135 25

男 694 32 8 93 1 482 78

女 764 24 1 161 1 1 500 76

男 1,068 2 1 68 28 4 131 3 2 711 118

女 1,035 1 60 3 1 192 1 5 668 104

3 1 128 31 5 323 4 7 1,379 222

区分

事故種別

う
ち
１
２
誘
導
心
電
図

う

ち

自

動

う

ち

経

鼻

エ

ア

ウ

ェ
イ

・

喉

頭

鏡

等

う
ち
ラ
リ
ン
ゲ
ア
ル
マ
ス
ク
等

う

ち

気

管

挿

管

う

ち

Ｃ

Ｐ

Ａ

前

急 病 1,310 192 1,253 1,120 80 34 28 50 10 5 23 6 42 6 6

交通事故 114 7 111 70

一般負傷 307 13 304 202 1 2 4

そ の 他 259 52 245 184 5 3 3 5 1 1 1 1 1

合 計 1,990 264 1,913 1,576 86 39 31 59 11 6 24 6 43 7 6

５．救 急 隊 の 特 定 行 為 等 実 施 状 況

応
急
処
置
等
対
象
搬
送
人
員

酸

素

吸

入

血

圧

測

定

心

電

図

心

肺

蘇

生

気

道

確

保

除

細

動

静

脈

路

確

保

血

糖

測

定

エ

ピ

ペ

ン

投

与

エ

ピ

ネ

フ

リ

ン

投

与

ブ

ド

ウ

糖

投

与

(高齢者)
満65歳以上

1,458

(69.3%)

合 計 2,103

(少　年)
満7歳以上
満18歳未満

59

(2.8%)

(成　人)
満18歳以上
満65歳未満

514

(24.4%)

(乳幼児)
生後29日以上

満7歳未満

71

(3.4%)

(新生児)
生後28日以内

1

(0.1%)

４．年 齢 別 、性 別 搬 送 状 況

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

そ

の

他

人員 性別
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（１）収容所要時間別搬送状況

（２）市町村別医療機関搬送状況

（３）居住地別搬送状況

2,103 1,932 171 0

搬送人員 1,032 1,009 11 22 29 2,103

搬送人員 市内に居住する者 市外に居住する者 その他

608 33 2,103

市町村別 五泉市 新潟市 阿賀野市 新発田市 その他 合　計

搬送人員 0 13 184 1,265

７．傷 病 者 の 搬 送 状 況

時間別 10分未満
 10分以上～  20分以上～  30分以上～  60分以上～

120分以上 合計
20分未満 30分未満 60分未満 120分未満

その他 338 207 545

合　　計 1,226 877 2,103

新潟大学医歯学総合病院 66 59 125

亀田第一病院 60 33 93

下越病院 168 89 257

新潟市民病院 99 72 171

南部郷総合病院(～11月30日) 271 238 509

北日本脳神経外科病院(～11月30日) 193 148 341

五泉中央病院（12月1日～） 31 31 62

６．医 療 機 関 別 搬 送 状 況

医療機関名 本署搬送人員 分署搬送人員 合計
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日 月 火 水 木 金 土 合計

※備考 【休日】日曜祝日（振替祝日含）及び年末年始の日（12月29日から1月3日まで）。
【夜間】午後6時から翌朝8時まで。

分 類 平日 休日 夜間 合計
人 員 827 352 621 1800

区 分 交 通 事 故 一 般 負 傷 急 病 そ の 他 合 計

死 亡 0 0 35 2 37

重 症 4 13 83 37 137

中 等 症 32 662 197 891

軽 症 92 158 599 37 886

※備考 傷病者の程度は、医師の初診における診断に基づき次のように区分。

【死 　亡】初診時において死亡が確認されたもの。

【重　 症】傷病の程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。

【中等症】傷病の程度が入院を必要とするもので重症に至らないもの。

【軽　 症】傷病の程度が入院を必要としないもの。

８．曜 日 別 救 急 出 動 状 況

９．平日・休日・夜間別搬送状況

１０．傷 病 程 度 別 搬 送 状 況

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

平日

休日

夜間

827

352

621

交通事故

一般負傷

急 病

その他

92 

158 

599 

37 

32 

662 

197 

4 

13 

83 

37 

0 

0 

35 

2 

合計
1,905人

200 220 240 260 280 300 320 340 360 380

日

月

火

水

木

金

土

347

362

332

308

309

314

352

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

平日

休日

夜間

984

431

688

合計
２，３２４件

合計
２,１０３人
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年別 

※バイスタンダーとは、救急現場に居合わせた人（発見者、同伴者等）

2

2 13

救  助  人  員(人) 7 2

23

救助活動件数(件) 7 3 1

1 8

121

救助出動件数(件) 10 4

建

物

等

に

酸

欠

事

故

ガ

ス

及

び

１３．救助出動状況

事故種別 火　災 交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

風

水

害

等

事

故

機
械
に
よ
る

よ

る

事

故

合

　
計

 区　分
建
　
物

建
物
以
外

破

裂

事

故

山

岳

事

故

そ

の

他

令和元年 1,340 0 827 511 2

平成３０年 1,710 0 1,141 565 4(14)

平成２９年 1,571 0 880 691 0

平成２８年 1,715 0 740 975 0

4

Ａ Ｅ Ｄ
1(0) 5(0) 4(2) 6(2) 4(2)

( 電 気 シ ョ ッ ク 実 施 ）

平成２７年 1,725 0 953 758 14

１２．応急手当の普及啓発状況

 年別
区分 

受講人員合計数 上級救命講習 普通救命講習 簡易講習
応急手当普及員講習

（再講習）

0

胸 骨 圧 迫 の み 25 19 30 25 22
応
急
手
当

人 工 呼 吸 の み 0 0 0 0

心 肺 蘇 生 0 2 3

異 物 除 去 4 3 4 6 1

4

心肺停止傷病者数 57 50 59 70 42

１１．バイスタンダー応急手当実施状況

 区分 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年
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１機目（新潟）　平成24年10月30日運用開始
２機目（長岡）　平成29年 3月29日運用開始

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

18 23 46 78 93

14 15 33 39 47

4 8 13 39 46

1 1 1 1

11 4 5 7 12

2 6 12 14 7

2 4 2 3 9

1 1 3

2 6 26 46 61

1 2 3

2

12 15 31 48 51

4 1 7 6 7

県立新発田病院 1 2 6

1 1

1 9 7

1 5 7 7

1 2 1 4 5

7 2 1 10

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

1 粟島公園 4 3 22 32 41

2 市営野球場 2 3 4 1 2

3 五泉東小学校グラウンド 1 1 3

4 川東小学校グラウンド 3 2 2

5 橋田小学校グラウンド 2

6 巣本小学校グラウンド 1 2 3

7 十全体育館グラウンド 1 1

8 大蒲原小学校グラウンド 2 1 1 1

9 川内体育館グラウンド 1

10 愛宕小学校グラウンド 1

11 五泉中学校グラウンド 1

12 五泉北中学校グラウンド 2 1 1 1

13 川東中学校グラウンド 3 4

14 山王体育館グラウンド 1

15 愛宕ヘリポート 3 6 28 33

16 村松小学校グラウンド 1 2 3 3

17 東公園駐車場（冬季限定） 1 3 3 9 2

18 上戸倉スポーツ広場 2

19 その他 1 1

18 23 46 78 93

１５．ランデブーポイント使用回数表
場　　所

合　　計

収容先病院
(搬送人員）

新大病院（東部基地）

新潟市民病院

長岡赤十字病院（西部基地）

南部郷総合病院

北日本脳神経外科病院

下越病院

その他

運動競技

１４．ドクターヘリ使用状況

年別
使用件数（件）

内
　
　
　
訳

管轄内訳（件）
本署

分署

事故種別
（件）

火災

交通事故

一般負傷

労働災害

自損行為

急病

転院搬送
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Ⅶ 通信・気象関係

五泉市消防本部屋上の消防無線局



月別

受信別

固定 1 3 2 6
携帯 1 1 3 1 1 3 1 2 13
ＩＰ 1 2 1 4
計 1 1 4 1 2 8 2 1 3 23

固定 1 1 1 3
携帯 1 2 1 3 1 1 1 1 11
ＩＰ 1 1 2
計 2 2 2 4 2 1 1 2 16

固定 63 55 56 39 45 35 39 56 38 36 36 48 546
携帯 42 47 38 61 40 42 51 73 56 54 58 46 608
ＩＰ 77 60 55 55 43 55 69 55 45 52 64 62 692
計 182 162 149 155 128 132 159 184 139 142 158 156 1,846

固定 1 1 1 3
携帯 1 2 3
ＩＰ 1 1 2
計 1 1 1 2 2 1 8

固定 1 1
携帯
ＩＰ
計 1 1

固定 2 1 1 3 2 1 1 1 12
携帯 3 1 2 2 3 1 1 3 1 17
ＩＰ 1 1 1 3
計 4 3 3 2 4 1 4 3 1 5 2 32

固定 6 12 19 9 17 28 19 11 22 19 15 12 189
携帯 2 3 1 9 8 2 8 2 6 41
ＩＰ 3 2 7 11 6 9 5 2 7 16 7 14 89
計 11 14 26 23 24 46 32 15 37 37 28 26 319

固定 2 1 1 4
携帯 1 1
ＩＰ
計 2 1 1 1 5

固定 4 2 4 10 22 6 3 2 3 2 4 5 67
携帯 2 8 10 2 15 1 38
ＩＰ 4 4 2 1 4 1 16
計 4 4 16 24 22 10 19 2 8 2 5 5 121

固定 3 1 1 1 1 1 2 2 2 1 4 1 20
携帯 2 3 2 1 4 4 6 3 3 2 5 35
ＩＰ 3 4 1 1 1 1 3 1 2 19
計 7 4 4 7 3 6 7 9 8 5 6 8 74

固定 18 17 16 15 5 9 7 7 14 1 9 13 131
携帯 21 17 24 17 17 10 17 25 15 24 11 13 211
ＩＰ 10 2 3 5 4 5 12 10 10 19 6 10 96
計 49 36 43 37 26 24 36 42 39 44 26 36 438

固定 96 90 96 77 92 81 73 83 84 60 70 80 982
携帯 71 68 78 99 66 69 98 113 84 88 80 64 978
ＩＰ 93 67 70 79 55 72 89 70 70 90 80 88 923

小計

火 災

１．１１９番受信状況

種別 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

通 報 訓 練

9月 10月 11月 12月

警 戒

救 急

救 助

火 災 照 会

救 急 照 会

222

い た ず ら

回 線 テ ス ト

ま ち が い

そ の 他

小 計

１ １ ９ 番 総 件 数 260 225 244 255 213 2,883260 266 238 238 230 232
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種別・観測地

月別 平　均 最　高 最　低 平　均 最　高

２．月別気象状況
種別 気温（℃） 湿度（％） 風速（m/ｓ） 平均気圧

最　低 平　　均 瞬間最大 （ｈＰａ）

39.4 2.4 22.7 1016.7

２月 3.2 13.9 -3.2 70.1 95.8 27.4 2.3 18.9 1018.3

１月 2.0 8.2 -1.6 73.6 89.9

1012.5

４月 10.5 27.6 0.1 62.1 92.4 12.5 2.8 18.8 1012.0

３月 6.8 20.3 -0.7 63.5 90.0 18.3 2.8 23.6

1011.0

６月 21.2 31.3 13.0 69.5 95.0 21.6 3.2 22.0 1005.2

５月 18.6 33.5 6.7 54.3 92.7 13.6 3.2 19.8

1006.6

８月 27.8 38.3 18.4 72.5 94.9 33.8 2.5 20.7 1006.3

７月 25.3 35.8 17.9 71.6 94.9 43.3 3.6 22.0

1013.5

１０月 17.3 30.3 7.2 74.3 94.9 32.7 3.6 24.9 1014.9

９月 23.2 35.3 12.6 71.1 95.5 26.1 3.0 24.0

1017.9

１２月 5.9 14.1 -0.9 70.5 93.8 33.3 3.2 23.6 1018.8

１１月 10.4 22.2 0.8 70.2 92.4 33.3 2.9 23.2

５月 ６月

３．月別降水状況

月 別
１月 ２月 ３月 ４月 11月 12月 合計７月 ８月 ９月 10月

206.5 1,785.0

（ｍｍ） 分署 244.5 121.0 133.0 117.5 79.0 252.0

237.5 79.0 180.0 91.0 215.5 141.5降水量 本署 214.0 110.5 123.5 99.5 86.5

18 20 182

1,984.0

降水日数 本署 21 18 16 15 8 13 14

92.0 242.0 94.5 224.5 145.0 239.0

（日） 分署 24 18 19 16

12 11 16

１日最大降水量 ８１．５mm ８２．０mm

観　測　日 令和元年10月12日 令和元年10月12日

16 21 196

種　別
観測地 本　　署 分　　署

9 14 15 13 13 18

４．年別降水状況

年 別
平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年

種別・観測地

1,785.0

（ｍｍ） 分署 1,459.5 1,963.0 2,438.0 1,758.5 1,984.0

降水量 本署 1,191.0 1,198.5 1,575.5 1,430.0

0.0

100.0

200.0

300.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

本署

分署

㎜

0

500

1000

1500

2000

2500

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年

本署

分署㎜
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月別
種別･観測地

年別
種別･観測地

５．月別降雪状況

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

2 129

（ｃｍ） 分署 ― 13 81 78 3 175

降雪量 本署 ― 10 64 53

降雪日数
本署 ― 12 21 4 48

分署 ― 13 20 11 6 50

11

種　別
観測地 本署 分署

初　雪　観　測　日 平成　30年　12月　8日 平成　30年　12月　8日

１日最高降雪量・観測日 20cm 平成31年1月26日 20cm 平成31年2月12日

平成31年2月  2日

６．年別降雪状況

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

最高積雪量・観測日 25cm 平成31年1月27日 26cm
平成31年1月27日

129

（ｃｍ） 分署 337 330 289 476 175

降雪量 本署 240 275 198 262
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※観測期間は平成３０年度の降雪期間を集計したものです。

観測数値は午前９時に観測した数値です。

cm

cm
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